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は じ め に

ニホンザル Macaca fuscata はヒトとの系統的な
関係が近接していることから，一般には，人獣共通
の寄生蠕虫類を有する危険性が連想されよう。これ
を払拭するためには，全国を網羅する寄生蠕虫類の
保有状況の把握である。これまでの報告はいくつか
あるが[2-6,8]，今回，未報告であった徳島県と福井県
の個体を調べる機会を得たので報告をする。

材料と方法

㈱野生動物保護管理事務所が地域自治体からの依
頼を受け，2017 年に徳島県鳴門市池谷で有害捕獲さ
れた⚗個体（雌雄幼獣⚔個体，雌亜成獣⚑個体，雌
雄成獣⚒個体）と，同じく 2020 年に福井県鯖江市か
ら越前市にかけての地域で捕獲された⚕個体（雄成
獣）を用いた。剖検後，内臓および消化管が採材さ
れ，消化管内容物については簡易沈殿法により処理
した後，実体顕微鏡下で精査し，蠕虫を採集した。
得られた蠕虫類は 70％エタノール液にて固定・保存
し，ラクトフェノール液にて透徹を行ない，生物顕
微鏡により形態学的に同定を行なった。

結果と考察

徳島県のニホンザル⚗個体全ての胃から小腸にか
けて旋尾線虫類 Streptopharagus pigmentatus のみ
が得られた（図 1-1 から-3）。一方，福井県の⚕個体

では，S. pigmentatus（⚔個体）のほか，盲腸から鞭
虫類 Trichuris sp.（⚓個体）と蟯虫類 Enterobius
macaci（⚑個体）が得られた（図 1-4 から-6）。今回
の調査では，両県の個体とも線虫類以外の蠕虫類は
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図 1．福井県および徳島県産ニホンザルMacaca fuscata
の寄生線虫類

-1 から-3：Streptopharagus pigmentatus の頭部(1)，雄尾部(2)およ
び雌尾部(3)．-4 および-5：Enterobius macaci．-6：Trichuris sp.
の雄尾部（スケール -⚑：200 �m；-2：1 mm；-3 から-6：500 �m）



未検出であった。
これまでニホンザルの消化管材料からは
Strongyloides fulleborni，Trichuris trichiura，
Oesophagostomum aculeatum，Enterobius macaci，
Gongylonema sp. および S. pigmentatus の⚖種の
線虫が知られていた[2-6,8]。したがって，今回得られ
た種は，Trichuris sp. を除けば，共通であった。た
だし，この鞭虫類も，今日では分子生物学的な検討
が必要のため保留されている。いずれにせよ，これ
ら線虫類は徳島県と福井県では初記録となった。
徳島県個体では S. pigmentatus のみであったが，
同じ四国地方の愛媛県産個体では S. pigmentatus の
他，S. fulleborni，T. trichiura およびO. aculeatum
が報告されており[4]，今後検査数を増やせば検出さ
れるであろう。S. pigmentatus は，福井県産個体で
も見つかったが，たとえば，伊豆大島で外来種化し
たタイワンザルMacaca cyclopis からも得られてい
る[1]。したがって，広範囲に分布することが考えら
れ，両地域で検出されたことは不思議では無い。
なお，今回，福井県産⚒個体の腸管から，前述し
た線虫類以外に，マダニ類が得られ，高田[7]に従い
分類したところ，オオトゲチマダニHaemaphysalis
megaspinosa と同定された（図⚒）。おそらく，毛繕
いなどで摂取されたものと考えられた。
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図 2．福井県産ニホンザルMacaca fuscata から得られたオオトゲチマダニHaemaphysalis
megaspinosa -1：顎体部（スケール 200 �m），-2：脚基節（スケール 500 �m）



ホンザル（Macaca fuscata）の寄生蠕虫保有状
況．青森自研，21：87-90．

要 旨

2017 年に徳島県で有害捕獲された⚗個体および
2020 年に福井県にて捕獲された⚕個体の計 12 個体
について，寄生蠕虫類の検査をした。その結果，徳

島県の個体から Streptopharagus pigmentatus のみ
が，また，福井県産から S. pigmentatus，Trichuris
sp. および Enterobius macaci が得られた。これら
線虫類は徳島県と福井県では初記録となった。これ
ら以外では，福井県産⚒個体の腸管からオオトゲチ
マダニ Haemaphysalis megaspinosa と同定された
が，毛繕いなどで摂取されたものと考えられた。

Summary

A helminthological survey on 12 individuals of Japanese macaque, Macaca fuscata, at Tokushima and Fukui
Prefectures, Japan, was performed, and 3 nematode species including Streptopharagus pigmentatus, Trichuris sp.
and Enterobius macaci, were found from gastrointestinal tracts. It was the first local record of these nematode
species in the both prefectures. Among the individuals, ticks of Haemaphysalis megaspinosa were obtained from
the intestines of 2 macaques of Fukui Prefecture, but the cases could be accidental intake derived from grooming.
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